
令和７年度第１回伊勢市市民公益活動促進委員会　議事録 

 

日　　時：令和７年８月２０日（金）10 時 00 分～11 時 30 分 

場　　所：オンライン開催 

出席委員： 

委 員 長 池　山　　　敦　氏　（皇学館大学　教育開発センター准教授） 

副委員長 藤　岡　喜美子　氏　（(公社)　日本サードセクター経営者協会東海支部長） 

秋　山　則　子　氏　（NPO 法人三重みなみ子どもネットワーク　理事長） 

川　北　　　輝　氏　（津市市民活動センター　センター長／ 

　　　　　　　　　　　NPO 法人津市 NPO サポートセンター　理事長） 

中　川　眞由美　氏　（明倫地区まちづくり協議会　会長） 

中　森　忠　司　氏　（伊勢市社会福祉協議会　地域福祉課　課長） 

江　﨑　明　裕　氏　（伊勢商工会議所　企画推進室　課長） 

須　川　　　文　氏　（伊勢市環境生活部　市民交流課　副参事兼男女共同 
参画係長） 

【いせ市民活動センター指定管理者】 

特定非営利活動法人　いせコンビニネット 

増　川　尚　男　　　（事務局長） 

西　川　恒　夫　　　（いせ市民活動センター長） 

浦　田　宗　昭　　　（いせ市民活動センター企画部長） 

【事務局】 

山　下　智　也　　　（市民交流課　課長） 

坂　本　展　章　　　（市民交流課　主幹兼市民交流係長） 

森　　　崇　晶　　　（市民交流課　市民交流係） 

 

 

１．あいさつ 

 

２．委員委嘱について 

 

３．委員長、副委員長の選任について 

　　委員長　池山氏、副委員長　藤岡氏を選任。 

 

４．協議事項 

・令和６年度のいせ市民活動センターの管理運営状況について（指定管理者より説明） 

・いせ市民活動センター改修工事について（事務局より説明） 

※（委）＝委員　（指）＝指定管理者　（市）＝伊勢市 

 



（委）専門相談について、センターでの対応が難しい事例は、他の団体に紹介する方法を検 

討しているか。紹介できる専門性を持った団体を把握しているか。 

 

（指）把握する市内の団体については紹介していきたい。 

　　　ＳＮＳによる広報やＡＩの活用など、相談内容に応じ専門性を持っている団体とのつ 

ながりを構築していきたい。 

 

（委）伊勢市内に限らず、県内の団体も紹介対象としてはどうか。 

 

（指）県内の団体ともつながっていきたい。 

 

（委）引き続き、地域に出向き協力体制を構築する活動を進めて欲しい。 

企業との連携による地域活動の拡大のため、両者をつなげる橋渡し的役割をセンター 

には期待したい。 

 

（委）事業報告について、単に参加者数の報告だけではなく、事業に対する目標の設定とそ 

の達成度が分かるような方法で検討してほしい。 

また、団体のニーズを調査した上で、専門的な知識を有する外部講師に依頼した次世 

代リーダーの育成に取り組んでほしい。熊本県の事例では、女性防災リーダー育成講 

座の受講者が、大雨災害時に自主的に活動を始めるきっかけになっている。 

 

（委）収支決算の割合について、人件費が高く事業費が少ないのはなぜか。 

 

（指）【通信機器のトラブルにより回答ができなかったため、後日回答対応】 

⇒指定管理には市民活動支援以外の施設管理業務も含まれている。人件費の割合が高く 

なっているのは、事業費を協賛や公的支援などの活用で抑えて運営したり、収入減に 

対応しスタッフが自ら作業（施設の清掃や植栽剪定等）を行い管理費の経費削減に努 

めた結果である。 

 

（委）事業報告書に登録団体減少の理由として高齢化を上げているが、リーダーが高齢と 

　　　なったことを理由として団体が解散とならないよう対策を考えていく必要があると 

思うがどうか。 

　　　　　 

（指）高齢化による担い手の不足は共有の問題と考えている。 

活動の継承への支援も視野に入れながら解決に取り組んでいきたい。 

 

（委）団体の活動目的を達成し、解散となる団体が存在することは留意すべき。 

問題を連携・共有することで、高齢化を理由として解散する団体を支援することによ 



り、解決可能な問題はあると考えられる。 

 

（委）令和７年度は令和６年度よりスタッフが 1名減になったと指定管理者より報告があっ 

たが、運営に支障はないか。 

 

（指）スタッフの１名減は、改修工事による夜間営業の削減による対応であり、問題は生じ 

ていない。 

 

（委）センターが実行委員として参加している「チラ１コンテスト」にて公式 

Ｉｎｓｔａｇｒａｍが開設されているが、いせ市民活動センターとして開設予定はな 

いか。 

　　　　　 

（指）検討している。NPO 法人いせコンビニネットとしては既にＩｎｓｔａｇｒａｍを運用 

しており、団体からの相談体制は現状でも構築している。 

 

（委）フェスティバルや登録団体交流会について登録団体からの反響を教えてほしい。 

 

（指）他の登録団体の活動を知る機会として活動の刺激になると声をいただいている。 

 

（指）別々の団体が共同して活動を行うきっかけになると声をいただいている。 

登録団体交流会をオンラインですることで、交流会参加者のこれまで参加でき 

なかったオンライン講習事業への参加につながっている。 

 

（委）登録団体交流会はオンラインで実施しているが、令和７年度はオフラインに戻すこと 

を検討しているか。 

 

（指）コロナ渦で登録団体の利便性を考慮し、オンラインの交流会に切り替えた。令和７年 

度は既にオンラインで登録団体交流会を実施済みである。 

 

（委）令和８年度の改修工事の完了を契機としてオフラインでの交流会の意義について再検 

討してほしい。 

 

（委）改修工事による駐車台数の増減を教えてほしい。 

 

（市）２５台から３０台程度に増やす計画である。 

 

（指）改修工事後のセンターについてどのように指定管理が変化するか確認したい。 

 



（市）これから議会に諮っていくところであるが、北館いせシティプラザの２階は文化政策 

課が管理していく郷土資料館となり指定管理から外れることを予定している。 

 

５．意見交換 

（委）まちづくり協議会の所属員などを対象に、今後の地域活動を担う若い人材の育成のた 

め、講座や研修会を開催してはどうか。 

専門の講師を招き「地域とは」「地域に生きる」をテーマとして、地域活動の意義につ 

いて学んでもらう内容が望ましい。若い世代が対象のため、オンラインでの開催も視 

野に入れてはどうか。 

 

（委）若い世代の意識として、団体として登録し活動を始めることや、まちづくり協議会で 

固定して活動をすることはハードルが高く難しいと考えている。 

学校での防災講座を通じて子どもから親に波及するというような、地域活動について 

関心を持ち興味を持ってもらう事業はどうか。 

 

（委）社協がオブザーバーとしてまちづくり協議会に関わっていく中で、地域の実際の困り 

ごとが見えてくるというケースがある。地域と深く関わっていくというスタンスを持 

ち続けることが重要ではないか。 

 

（委）まちづくり、地域福祉、社会教育は 3つの視点からそれぞれ同じものを見ている。 

地域がうまくつながっていくため、地域と関係を深めていくことを期待したい。 

 

以上


